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其
の
前
半
期
に
は
幾
多
の
不
幸
な
る
投
資
？
あ
み
し

%

 

,
 

卩
千
九
百
三
年
よ
6

千
九
百
七
年
に
至
.る
五
ヶ
年
間
に
於 

て
は
投
資
は
主
と
し
て
カ
ナ
ダ
及

^

ア
ル
ゼ
ン
チ
ンの 

鐵

道
IC
1

.

向
つ
て
行
は
れ
甚
だ
し
き
好
成
績
を

.

收
め
杧6
.
 

|

 

と
雖
名
之
等
の
多
く
は
寧
ろ
偶
然
の
結
果
と
.見
る
ベ
き
一 

名
の
な6
0

 

j

两
國
株
式
投
資
兑
外
國
株
式
投
資
と
の
收
益
間
に
は 

著
し
き
相
違
あ
ろ
と
雖
名
こ
れ
前
者
は

「

金
緣
is
券」 

(
G
n
t
e

ia.
g
e
d

 

b
o
n
d
s
s

の
發
行
と
同一
視
せ
ら
る
、
內 

國
鐵
道
普
通
株
の
大
額
發
行
を
合
め
る
を
以

<

な
6
。

： 

故
に
此
の
事
實
を
離
れ
て
論
少
る
辟
は
是
等
の
數
字
よ

.} 

6
推
論
し
て
外
國
投
資
は
內
國
投
資
よ
ろ
ぢ
有
望
且
つ 

有
利
な
-

と̂
か
31
は
*

民
地
投
資
は
屢
々
失
敗
せ6
と

j 

云
ふ
こ
と
能
は§'
'

る
な
6
:°

■*
體
に
於
て
大
食
社
の
栎
式
よ
6
取
得
す
る
配
當
は 

公
償
社
债
の
利
子
を*
ゆること大なら̂
、前
者
一 

後
者
よ
6
名
僅
に
五
厘
方
多
き
に
居
る
の
み
に
し
て
役 

機
的
收
入
の
不
利
を
償
ふ
ぺ
き
？
の
唯
此
の
僅
少
な
る

.

3

九
〇

差
あ
る
の.
.み
、
而
名
こ
の
差̂
る
や
现
肺
よ̂cv%

少
し 

く
不
況
な
る
#

に
際
會
せ
ん
於
忽
に
し
て
消
失
し
去
る 

ベ
.き
名
の
な
6
、
3
れ
ば
近
脒
漸
く
佌
間
公
衆
舣
§

 

發
行
を
喜
ぶ
に
至6
tt
る
^P

の
故
あ
6

と

云

は

^

る
べ 

»>
ら

.§'
'

る

な
 
6

。

倫

敦

の

金

融

と

外

画

銀

行

支

店

本

篇

はE
c
o
n
o
m
i
c

 J
o
u
r
n
a
l

十

ニ

月

號(

昨

¥)

.
所

載

.

.堯

1
1
1
| 

y
.

 

s
p
a
a
d
i
n
g

 

成

の

^
ぼ F

o
r
e
i
g
n
、B
r
a
n
c
l
i

tc
l
a
n
kOT
^

t?
J
o
g
I,p
n
d
,
' 

a
n
d

 

T
h
e
i
r
.
M
n
s
u
e
n
c
e

 o
n

 tlie L
o
n
d
o
n

 M
o
n
e
y

 M
a
r
k
e
t

 

と

题

す

る

一

論

文. 

の
抄
譯
な
リ
。

偸
敦
に
於
け
る
外
國
銀
行
支
店
の
數
於
近
來
頓
に
增 

加
す
る
に
至6
し
を
以
<
、
英
國
銀
行
家
間
に
は
偷
敦 

の
諸
.銀
行
が
此
等
外
國
銀
行
支
店
の
競
爭
を
受
け
遂
に 

a
^
l

îi
ら

る

、
に
至̂

ベ
.し
^
Jの
^

r
を
懷
^

^

^

 ̂

な
か
ら
少
。
旣
に
外
國
銀
行
は
是
迄
英
國
銀
行
家
の
繩 

張
«

に
在
6
し
取
引
に
手
を
出
す
に
至6
杧
6
と
云
ひ 

且
つ
菌
の
茈
貨
準
備
は
遂
に
外
國
銀
行
家
の
左
右
す 

る
所
と
な
る
べ
し
と®
告
す
る
者
あ6

0
而
/p
?
、
吾 

人
は
外
國
雜
行
似If
c
ff
r

に
支
沾
を
設
く
る
の
結
果
と
し 

て
英
國
の
商
業
及
び
金
融
界
の
資
金
は
增
加
し
、
且
つ

. 

外
國
質
易
呔
之
财
爲
め
に
增
進
す
る
‘に
至
る
べ
き
名
の 

な
る
こ
と
を
記
：憶
せ̂
る
べ
か
ら
梦
。

遮
養
、
本̂

起
草
の
目
的
被
銀
.狩
業
者
間
の
競
爭
を

' 

- 

- 

雜

.錄

論
^

る
に
非
^

し
て
、
單
に
外
國
銀
行
支
店
の
用
ゆ
る 

商
業
及
ぴ
金
融
取
引
の
方
法
を
說
明
し
且
つ
同
肪
に
金 

融
市
場
に
於
け
る
此
等x
rA
の
地
位
にif
及
す
る
に
在 

i
 

.

.外
國
銀
行
が
偸
敦
に
支
庙
を
設
く
る
に
至

6
把
る
は 

偸
敦
の
金
融
界
に
は
爲#

*
引
の
便
$

多
き
を
以
て
也'. 

國
際
間
の
偾
務
の
大
部
分
が
偸
敦
に
於
て
決
濟
せ
ら
る 

る
の
事
實«
大
陸
鈒
行
家
の
注
目
せ
る
所
な
る
が
、
何 

處
に
於
て
名
爲
替
手
形
は
國
際
取
引
の
媒
介
物
に
し
て 

且
つ
外
國
及
び
»
双
地
と
の
商
業
に
基
づ
く
送
金
上
重 

要
な
る
地
位
を
占
，む
る
名
の
な
れ
ば
、
各
其
の
#
カ
範 

圆
を
擴
張
す
る
に
は
世
界
の
最
大
金
融
市
場
な
る
^
敦 

に
爲
#

事
務
取
扱
の
本
部
を
置
く
に
*

か
步
と
は
此1 

外
國
銀
行
業
者
の
自
覺
せ
る
所
な
'
,9
と
す
。

偸
敦u

於
け
る
外
a

銀
行
支
®
は
內
國
爲
替
手
形
を 

名
取
扱
へ
i

、
其
の
取
引
せ
る
は
主
と
し
て
外
國
爲 

替
手
形
な
6

。
之
r-

反
し
て
英
II

銀
行
家
は
漑
し
て
內 

國
爲
替
手
形
を
取
极
び
、
外
國
爲#'
手
形
の
利
益
多
き

三
九
.

1 

.
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に
名
拘
は
ら
ず
、
之
を
裉
扱
ふ
偸
敦
銀
行
業
者
は
數
ふ 

.

.

石
に
足
ら
次
る
な
/

ノ
。
斯
べ0

如
く
英
國
の
金
融
業
者 

か
此
有*
5

る
事
業
を
等1
.

^

^

す
石
は
不
可
解
の乙 

と
に
し
て
、
之
に
對
し
て
§

茈

當

な

る

理

由

を

發

見

|

 

す
る
こ
と
能
灯
次
る
な
-
^
。
此
等
金
融
業
莕
の
多
く
は 

外
藶
め
公
债
株
券
等
を
«

有
せ
る
に$

拘
似
ら
卞
、
外 

國

爲
:#

手
形
を
割
引
す
る
こ
i

¥

に
、し
て
、
其
の
殆
ん 

と
全
部
は
外
爾
人
の
經
營
に
係
る
龈
行
及
ぴ
割
引
店
に 

依
/

ハ
そ
取
极
は^
.

，つ
、
ぁ'-O

N
。

.

.

.

 
\

.

假
英
圖
の
輸
出
業
者
炉
暹
羅
に
貨
物t

輸
出
せ 

ん
と
欲
し
祀6

と
せ
ば
其
貨
物
が
例
へ
ば
磐
石
に
到
着
一 

す
る
迄
に
は
餘
程
の
日
數
を
要
す
る
を
似
て
、
其
間
に
, 

此
輸
出
業
者
は
货
物
の
製
造
を
繼
續
す
る
爲
め
に
資
金 

を
要
す
べ
し
。S

れ
ば
、
此
輸
出
業
者
は
磐
谷

U

於

け
' 

る
顧
客
宛
に
て
振
出
し
允
る
爲
替
手
形
に
«8

荷
證
書
を 

添
へ
七
暹
雜
に
於
て
支
店
叉
は
代
理
店
を
有
ず
る
或
る

\  

外
國
龈
行
の
偸
敦
支
店
に
送
ぅ
、
此
支
店
は
、
若
し
爲 

!#

手
形
の
振
出
人
が
相
當
の
信
用
を
有
す
る
者
な
れ
«

此
手
形
を
賈
ひ
取6

て
、
之
を
暹
羅
に
於
け
る
支
席
叉 

は
代
.遡
店
に
送
敎
し
次
で
此
支
店
叉
は
代
理
依
は
名
宛 

A

に
對
しV

爲
替
の
引
受
に
求
め
、
遂
に
夫
れ
於
支
柳 

を
'

受
く
るy

至
.
.る
の
順
序
な6

。
若
し
此
爲
替
手
形
於 

支
娜
勘
定
に
て
振
出r
c

れ
杧
る
名
の
な
れ
ば
、
割
引
常 

日
に
於
け
る
退
羅
娜
爲
替
相
場
に
て
割
引
せ
ら
る、ぢ 

の
に
し
て
、
此
相
場
に
は
銀
行
の
支
狒
ふ
ベ
き
割
引
價 

額
に
對
す
る
利
子
を
名
合
む
名
の
な6
.

i

す
q

然
^
o

i

 

,

0
i
若
し
.

受
取
勘
定
な
ら
ば
、
爲
#
の
拂
出
日
附
ょ 

6

起
算
し
<

逆
爲
替
が
倫
敦
に
到
着
す
る

造
の

！！！

激
を 

見
稹
6

,

て
、
此
の
期
間
に»1
す
る
利
子
支
»

の
規
定
を 

爲
替
手
形
に
書
き
加
ふ
る
こi

を
製
求
す
る
を
常i
 

づ
？
遮
莫
、'
支
棚
衝
定
の
爲
#
手
形
を
職
入
す
る
は
危 

險
な
る
營
業
に
しV

、

龈
行
家
は
利
子
以
外
に
爲
救
相 

場
の
變
動
に
依6

て
利
_

を
收
め
ん
と
な
す
名
の
な6
 

i

雖
名
、
支
拂
期
日
の
到
着
す
る
迄
に
不
利
の
變
動
の 

爲
め
に
划
っ
<

損
失
を
蒙
む
るt
i

な
し
i

せ
次
る
な

是
れ
に
由
6

.

て
.
±

を
觀
る
に
、
外
國
爲
潜
業
は
深
き 

.«

門
の
知
_
を
要
す
る
こ
と
明
かに

し

て

、

外
a

銀
行 

支
店
は̂

t
i

手
形
振
出
人
の
信
用
及
沈
人
格
の
如
何
を

I'  

卽
座
に
餅
る
の
必
：婴
上
顧
客
の
金
融
歷
と
枣
稱
す
べ
き
一 

.

『

鑑
定
表』

i

名
く
る
記
錄
を
備
へ
る
乙
と
を
要
す
。
此 

-

表
は
顧
容
を
ば
各
其
の
信
用
の
程
度
に
應
b

て
分
類
せ 

る̂

p

の
に
しV

、

■.

銀
行
家
は
外
國
爲
替
手
形
の
提
供
者

j 

と
取
別
を
な
す
と
き
に
之
を
參
考
と
し
て
用
ゆ
る
名
の
：
■一
 

と
す
。
囊
2

の
振
出
人
财
資
產
家
な
る
か
、
叉

は

其

の

.一
 

支
拂
人
於
倩
務
の
辨
濟
を
怠
ら

f
l
-

る
者
な
る
と
き
は、

\
.

振
出
人
又
は
支
娜
人
胗
比
較
的
信
用«

き
名
の
な
る
と| 

き
よ
6

名
、.
爲
替
手
形
は
高
價
に
賀
取
ら
る
べ
し。

\  

然
れ
ど
？
、
此
爲
糖
我
形
寶M

の
方
法
*

る
や
：最
近
、

U

於
げ
る
商
業
事
情
の
結
果
と
し
て
多
少
變
；

JB

せ
ら
る
一 

る
に
至
ろ
し
於
、
，
'

此
新
方
法
は
、
多
少
之
に
反
對
ず
る

I 

者
な
き
に
あ
ら̂

る
？
、

H
I

毎
t

溢
i

普
®

 

P
用
ね
ら
る 

,

.

る
の
傾
向
を
有
す
':
0
倫
敦
に
於
け
る
外
國
龈
行
文
店
舣 

m

其
の
顧
客
の
爲
め
ゆ
戴
特
手
形
を
引
受
く
る
乙
i

f

 

,

•
"
雑

,

.
： 

. 

.

是
れ
也
' 
1
商
人
0
信
用
確
實
な
る
と
き
は
、
外
國
銀 

行
支
店
は
商
人
に
#
し
<
所
1
7引
受
勘
忠』

な
る
名
の 

を
問
始
し
商
人
は
.此
勘
定
に
依
6
て
或
る
H
/b
額
に
滿 

つ
る
遙
此
銀
行
獬
にV

爲
替
を
振
出
寸
ヒ
i
を
得
る
名 

の
な
6
と
す
。
此
勘
定
を
開
始
し
允
る
と
き
は
、
輸
出 

業
者
は
爲
替
を
振
出
し
、
爲
替
手
形
に1

課
書
を
添 

へ
.て
、
銀
行
に
差
出
し
、
銀
行
は
爲
替
手
形
を
引
受
け
、 

之
を
振
出
人
に
返
附
す
るi
同
峙
に
§

識
書
を
§
 

の
支
拂
地
に
發
送
す。
'此
引
受
に
#
しy

銀
行
は
少
額 

の
手
數
料
を
徵
收
す
る̂p

の
t
す
。
叉
輸
出
業
者
は
輸 

出
貨
物
：

u

對
す
る
留
置
權
を
銀
行
に
與
ふ
る
抵
當
證
書 

を
銀
行
に
差
出
す
べ
き
名
の
な
る
を
以
て
、W
實
上
其 

貨
物
を
質
に
入
れ
允
石
名
のi
云
ふ
べ
し
。
輪
出
業
者 

は
貨
物
の
寶
揚
於
輪
入
國
に
在
る
銀
行
の
支®
を
通
b 

て
爲
替
の
支
»
日
に
叉
は
夫
作
迄
に
倫
敦
に
送
達
す
る 

.乙
と
に
盡
力
す
べ
き
各
の
な
る
名
、
此
爲
替
把
る
や
今 

や
旣
に
銀
行
の
‘責
任
に
歸
せ
る
名
の
な6
。
.

此
取
引
に
對
し
て
銀
行
業
者
於
徼
收
す
る
手
數
料
は

、

'

fe
:
賺

.



' 

,
.修
：

，

.

,

m

輕
少
な
る%

、..然
ら
ば
何
故
に
銀
衍
家
は
此
等
ゆ
引
受 

手
形
に
割
じ
て
貴
任
をft
ふ
を
敢y

す
る
.

炉
と
一
ギふ； .y

.

 

龈
行
及
び
支
狒
地
に
在
る
其
の
代
塞
店
は
附
胤
抵
當
物 

件
を
自
由
に
處
分
す
る.
の
*

利
を
有
し
、0.
つ
I®
.
出
品 

の
處
分
に
關
し
事
實
常
に
監
視
を
怠
ら
次
る
を
、以

<
、 

引
受
の
危
險
は
殆
ん
ど
論
す
る
に
足
ら
^

る
.̂

以

て

な
 

.

ム
。
3

れ
ど
、
外
國
爲
替'
に
は
普
通
の.
內
國
爲
#
に
見 

る
こ
と
な
き一

將
徵
ぁ
6

。
爲
#
根
場
の
問
題
卽
ち
是 

れ

f
o

外
國
龈
行
友
店
は
支
狒
期
限
に
爲
替
が
支
拂 

は
る
、
と
き
に
爲
替1

の
變
動
に
依6

<
利
益
を
收 

沾
ん
と
期
待
す
る
名
の
な

<
v

と

す

.0
'

,■
■
.,

,

磐
谷
の
ー
商
人
が
貨
物
を
英
國
に
送

6

杧
る
際
に
は 

爲
替
手
形
は

0
0
f偸
敦
に
向
げ
送
達
せ
ら
る
ベ 

し
？
此
手
形
は
：多
分
三
ヶ
見
狒
に
し
て
へ
其
手
形
の
引 

受
け
ら
る
、

7Cき
に
提
供
せ
ら
る
ベ
き
撇
積
識
書
名
之 

と
共
に
送
附
せ
ら
る
、
名
の
と
す
。
而
し

V

此
手
形
於 

倫
敦
に
到
着
す
る
や
、、
否
や
之
を
受
取

6

把
る
外
國
銀 

行
の
偸
敦
支
店i d
：
之
を
貨
物
の
輸
入
商
に
提
供
し
、
.
之

H

鮝

奴

引

受

を

敢

办

同

脖

に

艄

積

證

書

を

交

附

す

る

名

の

.：
な 

ろ
と
す
。 

:

'.

,

.

此
引
受
.

手
形
は
倫
敦
の
金
融
業
者
間

U

需
用
の
多
き 

有
價
證
象
な
るf」

以
て>

 

外
國
銀
行
家
は
次
に
此
等
の 

j

手
形
雕
賈
者
と
交
涉
を
開
始
す
る
の
順
序
な
る
舣
、
此 

|

交
渉
は
手
形
伸
買
人
の
媒
介
に
依
る
。
手
形
伸
買
人
は 

實
物
と
な
れ
る
.引
受
手
形
に
關
す
る
詳
細
な
る
報
告
と 

得
ん̂

爲
め
(C

毎
日
.外
國
銀
行
の
倫
敦
支
店
を
歷
訪
し 

|

支
拂
期
限
と
引
受
人
の
所
在
地
と
に
應
b

て
手
形
を
分 

一
類
せ
る
表
を
受
取
女
、
此
表
を
用
ひ
て
內
國
龈
行
又
は 

\

害r
j： >

商
の
註
文
.
を
.

似
ぐ̂

p

の
な
6

と
す
。
然
れ
：ど̂
P

W

 

j 

_
銀
行
又
は
割
引
商
人
は一

走
の
原
則
に
準
據
し
て此 

植
の
引
受
手
形
を«

入
す
る
$

の
な
6

。
郎
も
手
形
關 

係
鞔
の
信
用
の
如
何
，
見
越
割
引
歩
.合
現
金
取
付
高
の 

|
見
積
等
は
皆
手
形
を
割
引
す
る
者
の
赢
慮
す
る
重
要
條 

件
な
6

。
さ
れ
ば
、
槠
と
し
て
は
金
融
市
場
に
於
け
る 

割
引
步
合
を
以
て
手
形
の
割
引
を
要
求
す
る
こ
と
能
は 

:

次
る
の
事
情
あ6

て
、
爲
め
に
手
形
沖
S -
人
は
自
己
の

.

顧

客

の.需
用
せ
る
手
形
に
對
し
て
.割
引
步
合
を
指
定
す 

る
こ
と
あ6
0

若
し
此
步
合
に
.し
て
外
國
銀
行
家
の
同 

«.

ず
る
斯
と
な
ら
ば
、
.

後
#:
»

手
形
に
裏
書
し
て、
M 

.

代
金
i

?I

換
に
之
を̂
:

賈
人
と
交
附
し
、
例
買
人
«

' 5
1
 

に
之
を
自
己
の
顧
客
な
る
倫
敦
の
銀
行

35
1

«

割
5 1

商
に 

す
名
の
と
す。
.

銀
行
.

の
.

引
受
け
*
る
此
等
の.
手
形
は
、
不
渡
の
場
合 

に
は
引
受
人
に
其
支
娜
兔
要
求
し
#
る
名
の
な
る
を
以 

て
普
通
の
商
業
手
形
ょ
ろ$

低
率
な
る
步
合
を
以
て
割 

.

.
引

せ

ら

る

.、

の

常

な

-c
\
o
.

然
6

i

»

各
、.
此
¥

の
手
形
«
悉
く
偷
敦
の
商
人
の 

引
受u

係
る
名
の
に
非
ず
しy

往
々
に
し
て
、
大
陸
の 

商
人
又
は
金
融
業
者
の
引
受
けf
c

る
名
の
在
6

°
此
種 

類
の
手
形
を
名
け
て『

外
®

手
形』

と
云
ふ
。
是
れ
、
例 

へ
ば
、
巴
里
に
於
て
引
受
け
ら
れ
、
倫
敦
に
於
て
支
狒 

は
る
べ
き
、
手
形
の
請
な6

。
而
し
て
上
文
に
於
て
旣 

に
菩
人
の
指
摘
せ
る
舣
如
ズ
、
內
國
龈
行
は
此
種
の
手 

17
J

形
を
#]

引
す
_

る
を
好
ま
次
る
の
み
な
ら
梦
、
英
«
銀
行

m

錄

は
假
令
最
务■ *

實
な
る
大I I
.
の
銀
行
又
は
金
融
業
者

Q

 

裏
書
を
有
す
る
％
の
と
雖
名
、
此
種
の
51
受
手
形
を
ば 

.1
-

切
割
引
せ
ず
。■さ
れ
ば
、
伸
買
人
叉
は
割
引
商
似
此 

種
：の' 
手
形
を
列
國
銀
行
支'!：

5

よ

'
^
讓

受

く

る

と

き

に

は
 

普

通

よ

高

率

な

る

割

引

步

合

を

徵

收

す

。

加
之
、
內
國
銀
行
は
偷
敦
市
場
に
於
け
る
此

『

外
籍 

手
形』

の
流
通
を
阻
止
如
ん
於
爲
め
に
、頃

日『

外
國 

代
理
/?
/

』

.

と
名
，く
る
手®

を
名
排
ー;-
1
<

す
る
こ
と
に
定
.め 

杧
ん
。

『

外
國
代
理
店』

と
は
大
陸
夂
は
他
の
地
方
に
於 

け
る
外
11

1̂

入
の
偸
敦
が
理
店
に
依
り
<
引
逢
け
ら
れ 

杧
る
手
形
を.
沄
务
。
斯
く
此
種
の
手
形
を
排
所
す
る
の 

理
由
は
此
等
外
國
商
人
の«

;!
の
大
部
分
於
外
國
に
在 

る
を
以
て
な6

。
而
し
て
此
種
の
手
形
に
對
し
て
割
引 

商
は
英
國
の
商
人
の
引
受
け
把
る
確
實
な
る
手
形
に
#

 

し
て
徵
收
す
る̂P

の
よ6

1
5
P

十
六
分
の|

乃
十
八
分
の 

1

方
高
き
割
引
步
合
を'
徵
收
せ
6

。

次
に
外
國
«
行
文
店
の
引
受
け
杧
る
手
形
の
場
合
を 

見
る
：
^

此
引
受
手
形
は
其
儘

—

に 
<
 

は

之

を

受

取

る

1
1
1

產

|



商
人
芡
は
製
造
葉
者
に
對
し
て
殆
ど
何
等
の
用
を
爲

r
u
.

 

h

る
贫
の
に
し
て
且
つ
營
業
の
運
轉«

金
を
^
す
る
こ 

と
な
れ
ば
、
，其
受
取
人
は
手
形
支
娜
期
限
迄
手
を
控
へ

)  

v

待
つ
こ
と
を
得̂

る
.

な
6

。r
o

朴
ば
、
此

手

形

舣

引\  

受
w'
.-

ら
れ
杧
る
以
上
は
、
直
ち
に
取
引
銀
行
叉
は
金
融

\  

業
者
に
當
»

の
割
引
步
合
を
以
て
之
於
割
引
を
求
ひ
べ

\  

し
。
此
種
の
手
形
は'『

龈
行
手
形』

i

w -
し
、
M

«
な

I 

る
外
國
銀
行
の
偷
敦
支
？
3

0

引
受
に
係
る
名
の
な
る
を
一 

以
て
、
普
通
の
商
業
手
形
の.割
引
步
合
ょ6

餘

程

低

率\  

な
る̂

^
^
^
以
<

之
を
買
取
る
人
を
求0

る
«

固
.

難
.

な
.\  

る
乙
と
に'
非
梦
。
さ
れ
ど
ャ
此
種
の
別
受
手
形
を
以
て

\  

『

外
國
代
理
店J
i

混
同
す
ベ
於
ら
卞
。
前
者
は
倫
敦
に
一 

於

y

振
出
し
，、
引
受
け
且
つ
支
娜
は
る
、
多

の

な

る

に
\  

反
し
、
後
者
は
外
國
に
於
て
振
出3

れ
、

•

倫

孰

到

着

後\  

⑴
受
け
ら
れ
把
る
名
の
な
ら
。

. 

\  

.'

引
受
手
形
は
、
偸
敦
に
溶
致
せ
ら
れ
允
る
外
_

手

形i  

な
る
と
、
外
國
銀
行
の
支
店
に
依
引
受
け
み
れ
杧 

成
•
手
形
な
る
と
を
問
は
少
、
支
拂
期
限
迄
.に
數
闾
轉
冁

寶
貢
せ
ら
る
V
そ
の
.

，な
ヶ
。
さ
れ
ぱ
、.‘仲
買
人
は
常
に 

s

l

M

の
伸
貿
を
依*

せ
G

る
ゝ
の
み
な
ら
少
、
譲®
 

.

の
交
渉
と
受
け
杧
る̂
*

び
る
3

は
悉
く
之
を1

取 

る
べ
き
名
の
と
期
待
せ
ら
れ
届
る
を
以
て
、
乎
形
伸
贤 

業
-

が
旦
額
の
資
金
：を
媒
す
る
こ
と
は
明
/;
>

な
る
％
此
資 

余
を
固
定
せ
し̂

る
こ
と
を
避
け̂

る
べ
か
ら̂

る
が
. 

故
に
、
伸
賈
A

は
g

身
多
數Q

手
形
を
支
拂
期
限
造
持 

越
す
■こ
と
能
は
次
る
な6
0

之
於
爲
め
に
仙
質
人
の»
 

入
せ
ふ
手
形
は
皆
再
び
割
⑴
せ
ら
れ
、
.投
資
方
法
と
し 

て
爲
#

手
形
を
賈
收
せ
ん
と
欲
せ
る
倫
敦
、
地
方
叉
は 

大
陸
の
銀
行
に
寶
娜
は
る
。
此^

合
に
於
<
銀
行
は
市 

場
步
合
よ
6

名
稍
低
率
な
る
割
引
步
众
に
て
手
形
を
購 

入
す
べ
し
。

例
へ
ば
、
假6

.に
仲
買
人
於
三
ヶ,

拂
手
形
を
年
三 

分
の
割
合
に
て
貿
取
ク
、
，之
を
東
に

i
1

と
十
六
分
の
十 

五̂

に
て
'̂
r

il
i

業
者
に
讓
渡
し̂

6

と
せ
ば
、
利
買
人
：
 

は
此
寶
質
に
於
て
多
少
の
利
益
を#

る
c
i

i

な
るX

 

し
.°

銀
行
於
伸
買
人
を
し
て
此
利
益
を
享
受
せ
し
む
る
，

の
理
由
に
ニ
あ6
0
 .

卽
ち(： 
一, :)

，仰
買
人
は
手
形
關
係
人 

の
信
用
の
如
何
を
熟
知
せ
る
を
以
て
、
手
形
の
確
實
を 

保
識
す
石
名
の
な
る
と
、

(

一！ 1

銀
行
&
■#
!
人
に
長
短 

の
支
娜
期
限
を
適
觉
に
組
合
せ
杧
る
手
形
の
©
供
を
依 

賴
す
る
こ
と
是
作
な-
^
v

。
支
娜
期
限
を
紕
合
せ
把
る
手 

形
と
は
、
銀
行
が
戈
拂
準
滞
金
を
充
管
f

る
を
要
す
る 

赌
期
に
丁
.度
支
娜
期
限
に
達
す
べき
手
形
を
所
有
ず
る 

のm
i

的
を
以V

、

三
ヶ
月
拂
手
形
幾
何
、
四

ヶ

月

攀 

形
幾
何
、
六
ヶ
月
拂
手
形
幾
何
と
云
ふ
割
合
に
て
手
形 

.

を
棚
へ
る
こ
と
を
謂̂
o
:
.
.

手
形
伸1

人
が
、_

己
の
資
金
以
外
に、
.n

 

i

ル
叉 

は
短
期n

丨
ル
に
て
內
國
鈒
行
ょ
6

E

額
の
資
金
を
借 

人
_る

、
こ
と
は11
1

人
の
知
れ
る̂
^ '
>

0

^

、̂
例
^
^
行 

支
®

g

亦
多
額
の
資
金
を
伸
賈
人
に
融
通
せ
る
こ
と
は 

經
濟
學
若
が
夫
程
心
付
か
^

る
事
實
な/
ノ
と
す
。

旣
に
上
文
に
於
て
述
べ*

る
於
如
く
。
倫
敦
に
於
け 

.ぶ
外
國
龈
行
支
店
は
各
其
自
國
人
に
雜
す
る

の

み

な

ら

 

梦
、
內
國
商
人
に
對
し
，

V

名
多
大
の
使
宜
を
與
へ
つ
、

ぁ
る
名
の
に
し
て
、
旣
に
是
造
多
額
の
資
金
を
英
國
に 

輸
入
し
且
つ
猶
ほ
規
に
轉
入
し
て
敏
活
に
爲
替
手
形
業 

i 

'を
經
營
せ.
る

を

以
..
C

多
く
の
資
金
を
金
融
業
ょ
6

» w
b
 

一

V

之
を
產
業
に
役
入
す
る
こ
と
得
せ
し
む
る
の
結
果
を 

\

生
ぜ
し
め
つ

、f

o

偸

敦

£
,
手
形
伸
貿
人
は
有
利
な 

一
る
割
引
業
に
對

.
し

^
此
等
外
國
銀
行
に
負
ふ
所
尠
於
ら 

| 

t

且
つ
倫
敦
の.金
融
市
場
に
於
て
版
引
せ
.る
金
融
業 

\

者
.

«

皆
多
少
外
國
銀
行
支
店
の
、肋
ヵ
に
因
ろ
て
利
せ
る 

\ 

の
な
6

と
す
。
S

は

れ

。

吾

人

於

特

に

_

者

の

注

意
 

\

を
( &
^

ん
-

^

欲
す
る
こ
と
は
金
融
金
場
に
於
け
る

『

短 

\

期
贷
付
資
金』

i

#
す
る
名
の
に
街
す
る
此
等
外
阈
銀 

一
行
支
店
の
關
係
な
手
形
伸
賈
人
の
借
入
る
、
資
金 

\

は

悉

く

此f

短
期
貸
付
資
金

』

ょ
6

仰
ぐ
名
の
な6

と 

\

す
'

」

勿
論
此
資
金
は
全
部
手
形
伸
貿
人
に
贷
付
け
ら
る 

\

る
名
のU

非
事
し
て
、

—

株

式

伸

質

人

に

短

響

付

と

し 

•て
融
通
せ
ら
る
金
额
q

亦
®

#

に‘
非
^

石

は

^

泠

す

る
 

を
*
要
せ
ず
。

.

最
名
此
短
期I
M

付
資
金
の
：
.1

部
は
之
を
偷
敦
の
株
式



,

0.
,
.

.

鲦
：

' 

.

.

.

I

銀
行
よ〜

仰
ぐ
こ
i

を
得
る̂

p

の
な
れ
ど̂

p
、

#
國
颂 

行
支
;̂

の
供
紛
に
係
る
名
の.«;
|1
?)
>

ら
^

し
て
'

、
a

つ
. 

此
费
*

£

?

が
何
處
よ
6

此
»

金
を
'得
る
か
を
知
る
は
®

 

難
な
ら
岁
。
上
述
の
如
く
、
.

外
國
銀
行
支
店
は
外
國
よI 

ろ
送
達
せ
ち
れ
把
る
爲
替
手
形
を
實
却
し
て
、
多
額
の 

資
金
を
收
得
す
る.
名
の
な
る
於
、
猶
ほ
此
外
に
偸
敦•に

j 

於
て
振
出
さ
れ
杧
る手
形
の
引
受
に
備
へる
爲
め
に
、

I 

«

報
#
#
:
叉
は

一
覽
棚
爲
替
手
形
に
て
多
額
o '
資

金

を

I 

外
國
.

よ
へ
取
寄
せ
、
之
に
依

C
N

て
偸
敦
の
株
式

銀

行

よj 

6

芷
金
を
引
出
す
.の
權
利
を
得
る
名
の
なA
/
,す

O

さ

| 

れ
ば
、
游
し
直
ち
に
此
資
金
を
他
の
有
利
の
西的
に
利
一 

用
す
る
の
機
會9

け
れ
ば
、
此
資
金
は
间
收す
る
の
；
^

喪
生̂

る
迄
m

叉
は
短
期
コI

ル
と
し
てi t

ち
に 

貸
付
ら
る
べ
し
。
此
货
付
U

S

し
て
手
形
.伸
賈
人
は
普 

通
確
實
な
る
爲#

手
形
を
播
保
と
し
て
拋
供
す
。
然

ぅ

\ 

と
雖
名
、.偾
務
者
の
階
級
の
何
^

る
を
問
は
梦
、J
T 1

木

〈 

と

し

て

.一

 

般
に
用
ゐ
ら
る
、
^
P

0

は

『

長
期
物』

及
び 

『

短
期
物』

卽
ち
.
.？1
.

ン
ソ
ル
'ヽ

國
庳
偾
券
、
大

織

省

醫

'

H

突
“

等
の
確
實
«

ん
規
金
.

1

^

.

の
有
傲
證
券
な6
0
 

此
種
の
贷
付
金
の
利
子
は
普
通
の
.需
用
供
給
の
原
則
、
 

卽
ち
、
此
場
合
に
於
て
は
、

ロ
ー
.

ル
«
付
金
の
需
用
と 

其
の
供
給
の
程
度
に
依6

て
定
ま
る
な.C

S。

愉
敦
%

A V 

銀
行
に
遊
金
ぁ
：れ.ば
、
伸
貿
人
に
鋒
す
る
貸
付
の
競
爭 

生
匕
、
爲
め
に
步
合
は
落
下
す
べ
し。
3

れ
ど
、
苦
し 

銀
行
か
支
拂
準
備
を
充
實
せ'ん
i

す
る
に
至
ら
ば
、
贷 

付
を
间
收
す
べ
き
を
以
て
、
歩
合
は
上
騰
す
べ
し'0
外 

國
銀
行
支
店
は
此
步
合
の
調
節
上
尠
か
ら
ぎ
石
功
績
を 

布
す
る
名
の
に
し
て
、
倫
敦
金
融
市
場
に
於
て
重
耍
な 

る
地
位
を
占
む
。
此
等
外
國
銀
行
支
店
は
、
其
取
引
の 

性
質
が
特
種
の
名
の̂

る
と
、
倫
敦
金
融
市
場
に
於
て 

多
^
&
然
私
ふ
地
位?:
;

保

つ

名

の

な

-
^
と

の

理

由

に

族
 

ろ
、
他
の
資
金
供
紛#

於
貸
付
を
緊
縮
せ̂

る
と
#

^

 

る
i

き
に
多
少
の
遊
金
を
有
す
る
こ
と
あ
此
際
厂 

當
6

て
、
外
國
銀
行
支
店
が
其
の
，遊
金
を
ば
、
短
期
に 

て
貸
出
す
と
せ
ば
伸«

人
の
.

み
な
ら
梦
、
倫
敦
の
銀
疔 

及
び
商
人
S

亦
皆
利
益
を
受
く
る
に
至.る
べ
し
。
如
何

i

な
れ
ば
、
此
贷
出
は
金
融
の
逼
迫
を
綏
和
し
從
つ

v

 

步
合
の
暴
騰
を
防
止
す
ベ
け
れ
ば
な6

金
利
を
常
1C

低 

率
に
雜
持
す
る
の
重
要
な
る
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
低
一 

利
資
金
於
英
國
の
外
國
質
易
を
維
持
し
、
且
つ
益
女
之 

を
熘
進
せ
し
ひ
る
に
缺
く
べ
於
ら
次
る
己
と
は
、
莴
人 

の
！！

む
る
所
な
る
を
以
て
、
若
し
外
國
鈒
行
支
店
、

S

偸

• 

敦
に
於
で
利
子
步
合
を
低
率
に
維
持
す
る
土
に
與
つ

て
 

力
あ
る
名
の
な
る
こ
と
を
知
ら
ば
、
英
國
に
於
け
る
其

\  

S

留
置
舣
淹
國
及
次
破
思
地
の
產
業
の
發
達
に
賞
獻
す

：
| 

る
の
結
果
を
有
す
る
は
疑
を
容
る
、
餘
地
な
き
所
な
6

 

と
す
o 

\

,
前
記
の
瓴
期
货
ゼ
資
金
の
將
色
の一
は
其
多
S

常 

に
略
一
定
せ
る
こ
と
に
し
て
、
短
期
貸
付
資
金
の
供
紛 

は
日
々
左
程
の
增
滅
な
く
、
唯
之>
#

入
れ
る
者
.於
塒 

滕
變
は
る
.

の
み
な
6

。
英
國
に
於
け
る
贷
付
資
金
の
大

|

 

部
分
は
、.
人
の
洳
れ
ゐ
、

s

如
く
、
銀
行
の
保
有
に
係
る. 

名
の
伫
しv

、一

銀
行&

支

拂

に.«
へ

る

爲

め

に

其

贷 

付
喻
を
囘
收
す
る
と
き
は
、
其
囘
收
額
は
自
働
的
に
他

の
一
銀
行
の
手
に
渡
る
％
の
な
る
を
以
て
、
此
銀
行
は 

前
者
於
囘
收
せ
る
と
同
額
の
贷
付
を
爲
す
こi
t
得
る 

f

o

さ
れ
ば
、

£

國
銀
行
の
立
場
ょ6

之
を
觀
れ
ば
、 

資
金
の
囘
收
及
び
貸
付
の
移
轉
を
意
味
し
、
貸
付
の
..增 

如
を
意
味
す
る
の
に
非

^

。然
6

と
雖
、外
國
餓
行 

支
店
の
場
合
に
は
異
れ
る
規
象
を
呈
す
る
こ
と
あ
し 

.

倫
敦
の
各
銀
行
の
有
せ
.‘る
寶
汆
の
多
く
は
«

豸
の
预 

金
、
當
座
勘
定
の
殘
金
等
ょ6

成
る
ダ
の
な
れ
«
.
、
•
芥 

龈
行
がj.

齊
に
支
拂
の
要
求
を
受
く
る
こ
こ
に
罕
れ
な 

ら
と
せ
ず
。

(

一ー

三
月
に
於
け
る

內
國
税
の
徵
收
は:1
|
:(

一
例
な
6

}

此
場
合
に
銀
行S

亦
一
齊
に
«
付
を
间
收 

す
べ
し
。
而
し
て
斯
く
の
如
く
囘
收
せ
ら
れ
杧
石
短
期 

贷
付
金
は
纏
て
英
蘭
銀
行
に
预
入
せ
ら
る
、
に
至
る
名 

の
な
る
於
、
豸*

鈒
行
は
直
ち
にll
f

c

K

金
を
»
び
贷
出 

じ
て
市
場
に
放
散
す
る
な6

。
3

れ
ぱ
、
英
關
銀
行
の 

貸
出
财
_

に
.

间
收
せ
ら
れ
杧
る«.
付
金
を
市
埸
に
復
歸. 

せ
し
0

る
に
過
ぎ̂

る
^P

の
な
石
，
«

.

明
か
«

る
t

i

に 

し
て
、
之
を
以
て
新
貸
付£
^

^

す
こ
.と
を
得
次
る
な



m

雜

錄

I
I

上
記
の
如
き
•«

換
の
生
(5

杧
る
1,

き
に
、
外
國
銀
行 

支
店
は
新̂

に
«

出
を
爲
す
名
0'

な
る
t

と
云
ふ
に
、
. 

^
^
に
新
资
金
少
輸
入
す
る
場
合
に
於
て
の
み
然
ろ
と
一 

咎
ふ
る
こ
と
を
得
べ
し
。'若
し
外
1!

雜
行
支
店
於
其
の\  

取
引
せ
る
ft

敦
の
或
銀
行
ょ.
6

預
金
を
引
出
し
、
或

は\  

叉
外
國
上
ら
偸
敦
に
宛
ぐ
振
出
しt<r

る
要
求
观
爲
昝
手\  

形
の
支
娜
を
求
む
る
と
せ
ば
、
此
際
に
於
け
乙
資
金
の
一 

出
<

は
單
に
移
卿
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
麥
。
3

れ
ど
ヽ\  

賢
際
に
短
期
贷
付
資
金
を
增
加
せ
し
む
れ
ば
、
夫

れ

丈

j 

偸
敦
市
埸̂

满
^

す
名
の
.

な
6

と
す
。
卽

ち

外

國

銀

行| 

支
店
グ
金
貸
叉
は
地
金
を
輸
入
す
厶
と
き
是
れ
な
6

。 
| 

此
金
货
义
は
地
金
の
到
着
す
る
や
、
；否
や
英
蘭
銀
行
に
Z 

於
け
る
外
國
銀
行
支®

の
贷
勘
定
は®

顧

丈

增

加

す

るj 

乙
と
、
な6

、
後
莕
«

直
ち
に
之
を
短
期
贷
付
と
し'<| 

放
出
す
る
に
至
る
べ
け
れ
ば
ヽ
此
方
法
に
侬
る
短
期
貸

<  

付
資
金
の
增
加
が
贷
付
の
膨
服
を
意
味
す
る
名
の
な
る 

乙
と
は
明
か
な.
'
^

四
0

0

世

界
.の

石

炭

：產

額

と

消

費.

'

水

篇
«『

午n

 

ノ

ミ

ス

ト』

所
&

の

W
c
r
l
d
V
C
o
a
i

と

妞

す

る

一

諭 

文
の
桢
概
な0
O

昨
年一

一
頁
に
於
け
ゐ
炭
鑛
々
夫
同
罷
盟
エ
は
端
な
く 

贫
英
國
の
炭
鱗
事
業
於
如
何
に
重
要
な
る
？
の
な
る
か 

を
明&

に
せ
A

。
布
炭
の
代
用
物
の
生
產
服
實
に
從
事 

せ
る
者
は
此
機
關
を
利
用
し
て
、f
M

妒
荇
汕
及
び
他 

の
液
體
燃
料i

此
較
す
れ
ば
不
便
、
不
潔W
:つ
其
他
の 

弱
點
を
有
す
る
燃
料
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
に
カ
め
允 

6

其
の
叙
身
此
等
の
燃
料
に
就
き
て

®

々
の
«

«

 

行
は
れ
杧
る
於
、
石
汕
は
汽
*
の
み
な
ら
ず
汽
關
摩
に 

用
ゆ
る
動
カ
用
と
し
て
名
苏
炭
の
代
用
物
七
し
て
有
翅 

な
る̂

P

の
な
る
こ
i

を
發
見
せ
6

。
然
A

.

i

«

名
、
石 

炭
が
爾
袈
な
&
靡
物
把
る
の
資
格
を
失
ふ
に
至
る
ベ
き 

は
遠
き
將
來
の
こ
と
に
し
て
、
過
去
.

に
於V

英
國
の
炭 

鑛
が
秘
露
の
鑛
山
叉
は
-二
 

I

ヲ
珍
ム
ー
，フ
山
の
麓
に
於 

け
る
金
剛
石
の
產
地
よ̂
^P

1

厝
貴
®

な
る
富
源
な
'O

 

し
舣
如
く
、"
將
來
に
於
て
3

亦
英
國
製
造
業
繁
榮
のj

8:
大
要
素
允
る
べ
し
。
左
表
は
英
國
に
於
け
る
石
炭
鹿
額 

と
諸
外
國
に
於
け
る
石
炭
產
額
と
を.比
較
せ
る
％
の
な

ソ
と
.す
。世

撂
の
跖
炭
の
産
額
取
位

|
_

年

次

^

0
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英
本
國
、
獨
逸
及
び
佛
蘭
西
に
於
け
る
千
九
百
十
一 

年
中
の
石
炭
發
掘
は
屉
造
に
無
き
多
暈
に
達
し
け
る
が 

白
耳
義
に
於
け
る
產
額
は
最
近
六
ヶ
年
中
の
嚴
低
額
を 

话
し̂

6

。
合
衆
國
に
於
け
る
千
丸
两
十
一
年
中
の
產 

■

額
は
千
九
百
十
年
の.
產
额
に
及
ば̂

る
こ
/
四
百
七
十 

五
萬
噸
な
6

し
が
、
十
年
以
前
の
產
額
と.比
較
す
れ
ば
、 

多
大
の
®
加
な6

。
千
九
百
六
年
上6

千
九
西
十
年
に 

.至
る
迄
の
前
記
諸
國
に
於
け
る
平
均

一

年
の
商
額
は
八 

億
七
千
萬
噸
に
し
て
、
此
五
年
間
に
於
け
る
年
產
額
の

增
加
は一

億
六
千
萬
噸
な6

と
す
。
此
增
加
量
の
：中1 

僚
三
百
萬
噸
は
合
衆
圃
、
三
千
ニ
百
七
十
五
萬
噸
は
英 

固
、
三
千
五
十
萬«

は
獨
逸
の
塯
加
額
な6

。
而
し
<
、
 

全
世
界
に
於
け
る
石
炭
總
商
額
の
中
英
國
本
國
は
四
分 

の

一
以
上
を̂

出
し
、
合
衆
側
は
五
分
の
ニ
以
上
を
產 

出
す
。
叉
、
英_
u

.

於
け
る
一
:

人
當
6

の
產
額
は
前
記 

四
ヶ
國
に
於
け
る1

A

當
6

鹿
■

よ

'
^
名

多

し

。

千

九
 

百
十
一
年
中
に
於
け
る
平
均

一

人
當
6

の
產
額
は
卽
ち 

次
の
如
し
。

英

本

國

六

噸

■ 

五
噸

S

瓦
義 

■蘭
西

噸

雜

錄

千
九
百
十
年
中
英
國
に
於
ズ
採
炭
業
に
從
事
せ
し
澈 

は 

一o

ニ
七
®

五
六
〇
人
に
し
て
、
從
業
莕

j

人
當
-

o
 

產
額
は
二
百
五
十
七
噸
な6

。
，
此

從

業

者

一

人

當

り

の 

產
額
に
於
て
は
英
傾
^
前
記
五
ヶ
國
の
第
二
位
に
居
る 

i

合
衆
國
の
平
均
卽
ち
六
百
十
八
噸
に
は
嚴
”
に
及 

ば
次
る
め
獅
ぁ̂
^

斯
く
の
如
く
葉
問
に
於
<
從
業

P 

■

!

.

^

3》


